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ぐ長西 ， 能美） 放 線 状 菌 の 分 類 に 鶴 壷 る 誹 兜 （嬉7報 ） （　167 ）

ほ 畠
一澱粉に 劣るが ， 可成 り揮發 を 防止 し得 る．

　b） 密閉下 で は ，貯藏 14日後 に 於 て 上記 3者添加品 は 何れ も對照品 と大差な く， 激減す る 、 故に芥子油 の 減 少

は揮躑 こ よるよりも含有酵素等 の 他 の 因 子 に よる もの が多 く ・ ajrwの 添加 に よる長期 間 課存は 餘 り期 待出來ない ．

　絡 b に 臨 み御指導並 び に 御校鬩を賜 わ つ た阪大 寺本教授，試料 を提 供 下 さつ た靜 岡 田 丸 屋商店，實 験 を援助下

さつ た 松 下 lk　一，矢 崎 ま り子 ，藤 田 佳代の 諸 君 に 深 謝 致 し ます．

　本報 の 大 部 は 1954年10月 の 大 阪 釀 逍 學 會 に 於 τ 發 表 し た．

　徇本研究費の
一

部は 靜岡縣委 託研究費 に よつ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文 　　　　　 献

1） 小 島： 本 誌，52， 73 （1954）．　　 2） 小 島 ； 本誌 ，
52，389 （1954）．　　　　　 （昭 和 29，12 ， 9 受 理）

放線状菌の 分類 に關する研究 （第 7報 ）StrePtomyces　sPec ・　1＞b・190の 形態

長 西 廣 輔 ・能 美 良 作 （廣 島 大 學 工 學 部 醗 酵 工 學 敢室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　霄

　第 6 報迄 の 報告菌株D は 氣菌糸の 分岐に 於 て 假軸状分岐 と蹲すぺ き分岐 方 式は 全 く見出す こ とが出來 なか つ た．

これ に 反 し本 報 記載の 菌 株 は螺 旋 盟 測 段軸腴分岐を な して 連 鎖す る場 合 の 可 成 り多 い こ とが特徴の
一

つ で あ る．

更に 螺旋體の 形状 に 於 て も單位 環 の 相撰する 極め て compact なもの が 多 く且 つ 蝸牛朕を な す もの s あ る こ と及

び 螺 旋豊柄 の 上 部 で 彎 曲 す る も の が 多 い こ と等 が特徴的 で 詳細 は實驗 の 部 に 記載せ る如 くで あ る．本菌欄 ま筆者

等 の 研究室 に 於 て 土 壌 よ り分離せ る もの で あ る が 第 5 報 の場 合 と同機 の 理 由 に よ り菌株名 の 推定 は 行 わ ない．差

し あた り研究室保存番號 を以 て 菌株名 と し StrePtomηces 　spec ．　 No ．190 とす る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實 　　　　　 臓

　〔1〕 培養的性質
一

本菌株 は 25〜38℃ に 於て 發育良 好で あ るが 鉤 〜34℃ が最適 で ある．從 つ て 培養温度は

Gelatine　stab （15〜25℃ ） を 除きす べ て 30℃ を使用した ．

　1．Czapek ・Dox 　agar 　siant （C 源 ： Glucose ）一 發育 鳳 榮養菌苔 は 無色扁李，氣菌糸は 早期 よ り着生 し 才

リーブ荻 olive 　gray：（N．　S ．　K 　81重6．s ＋

）を徑て 茶炎色 brownish 　gray （N ．　S．　K ．7Sfs） 乃至友昧 黄茶　grayish

yellow　brown （N ．　S．　K ．7弓丘4 ）に な り粉状で あ る．菌苔裏面 は 白 色乃 至黄白色で 溶出色素は 分泌 し ない．　 C 源 ：

Sucrose を使用す る も大差は 無 い ．

　2．Glucoge ・asparagineagarslant 一
護育良 好，榮養菌苔は 扁苧 粗面に し て 光 澤 な く最 初 無 色 な る も次第に

Pa 正e 　Grass　Green 乃至 Deep 　Seafoam 　Green （R ．　C．　S．鞭
） と なる．氣菌糸 の 形 成 は遲 れ 時 日を 經 て の ち友

白色後tp 一ブ 友 olive 　gray （N ．　S ．　K ．811s．s）粉腴乃 至 稍 々 綿｝伏の もの を 形成する．溶出色素 は 殆 ん ど分泌せ

ず氣菌糸 の 形成するに至 れ ば微か に 黄色色素を分泌す るこ とあ り．菌苔裏面 は 初期無色な る も後淡黄色 とな る．

　3．Nutrient　agar 　siant 一 發育良好 ， 榮養菌苔は 白 色扁 z
ド少 し く凹凸あ りて 光澤 を有土 氣菌糸を 形成 せ

ず溶出色素 も分泌 しな眠 菌苔裏面に も着色 は 無 い ．CB 系培地
2） を 使 用す れ ば榮養菌苔，氣菌糸共に 良 好なる

發育 を 示 し榮養菌苔 は 黄色系 ， 氣菌糸は 白色 よ り後友線 乃至贈 色系 の 着色 を示 宏 而 し て 發育は 濃 貶 大な る程

艮 好 で あ る が 氣菌糸の 形 成 速度 は 濃匿小 なる方 で 速 い ．

　4．Carrot　plug 一
發育は初期 より良好次第に 旺 盛 となる．榮i餐菌苔は初期無色小皺多きも次第に 汚褐白色

と な り菌苔厚 み の 増加する と共に 小皺は 目立 た なくなつ て 粗面 と なり後 少 し く凹凸あ る 滑 面 光 澤 を有 す るに 至 る．

氣菌糸 の 着 生 は 良好 で な く， 白 色粉状 の もの を 少 し く着生す る．溶出色 素 は 分泌 し ない ．

艇 財 團法 人 日 本色 彩 研 究 所 の
“
色 の 縹準

”1951年版 に よ る色 調 で あ る．

鞘 RIDGWAY 　： Color 　Standards 　 and 　Nomenclature ．

　 色の 標準として 筆者等 は 上記 RIDGWAY ： C．　S．　N．を使用 す る こ とに し丁 居 る が筆者等 の 使用 して 居 る も

　 の の 中 に は 褪色 せ る 部分 が あ b且 つ RIDGWAY ： C ．　S，N ．を以 丁 しT も表現 不 能 の 色 調があ る．斯 る場 合

　 に 上 記 日本色 彩研 究 所の もの を併用 す る こ ととし た t
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（168） て長西，能美） 放 線 映 菌 の 分 類 に 關 す る 研 究 （算 7報）

　 5・P ・tat ・ P1 ・g 一
發育旺 盛 ・ 榮養菌苔 は最初黄白 色な る も…輝 に 淡汚黄色乃 至 淡汚磴色 と な り厚みあ りて

捲縮状纎乃至凹凸あり．氣菌糸は着生良好に して 最初白色粉腴な る も次 第 に 荻皆色 （Dawn 　Gray〜Mineral

Gray ： R．　C．　S ．） の 部分を 生 じ且 つ や 工 綿駄 となる．倚 お氣菌糸 上 に 無色後淡黄色 の 小 滴 を分泌 す る こ とが あ る．
溶出色 素は 殆 ん ど分泌 し な い ．

　 6．Gelatine　stab 一
初期穿刺 口 を 中 心 に 表 面 に 發 育 す る カ

』
穃 膠力強 く直ち に侵蝕陷沒す る、發育 し乍ら侵

蝕す る爲陷沒穴 は 圓筒駄 乃 至噴火腴 とな り次第 に 大 きくな る．そ の 後更に 溶膠作用が 進 み液化 が開始 され るに 至

れば 略 々 表面に 甼行に 液化して 行 く．氣菌糸は 形成せ ず榮養菌苔は 無色に し て 液化後 は沈降す る．菌體に よ る液

化暦丿）涵濁 は認め られない ．溶出色素 を分泌せ ず．穿刺溝沿 い に 初期刑毛腴に 少 し く發育す る．

　 7．Starch　phte 一
發育良 好 ， 榮養菌苔は 最 初 無 色 扁 ZF な る も汚 白色，黄 白 色 を經 て 中心部より家第に黄色

（Prirnros2　Yelbw ： R ．　C．　S．） とな る．氣菌糸は初期 形 成 せ ず時 日を經 て 中心部 よ り白 色粉状の もの を着生 し

始め る．溶出色 素 を分泌 せ ず．裏面ほ 初期 白 色後黄色 と な る．澱粉加水分解酵素 を 分 泌 す る．斜 面 に 培 養す れ ば

甼 板 の 場合に 較 べ て 氣菌糸 の 形 成 よ く時 日 を 經れ ば 白色 及 び 茶茨色 brownish 　gray （N ．　S．　K ．7塩 ）の 兩部分 を

有す る粉駄 の 氣菌糸を形成する．

　 8。Glucose　broth一 發 育良 好、榮養菌苔 は 黄 白 色略 々 罕 滑に し て 初 期 皮 輪 と して 液面 に 發育す る 力坎 第に

肥厚 し邃 に は 甚だ し く厚 み を有 す る菌蓋 とな る．上 面 に 白 色粉状乃 至 稍綿状 の 氣菌糸 を 少 し く着生 す る，初期液

面 に 巖嶼 を形成す る こ と もあ るが こ れ は 沈降 し易 い ．沈降せ る菌豊は雲片歌 と なつ て舞 い 上 る．溶出色素を分泌

せ ず菌豊に よ ろ液中の 周濁 も無 い ．初發 pH 　7．0，維 末 pH 　9．5 （培養期間40 日 ）

　 9．Skim 　milk 一
發育良好 ， 榮養菌苔1ま皮輪よ り菌蓋 を形成 L て 發育す る．白色乃至 黄白 色平滑 に して 厚 み

あ b．氣菌糸は 殆 ん ど形成 しない が 時 日を經て 姿菌蓋の 管壁 に 接す る部分上 縁 に 白色綿状の もの を憧 か に 形成す

る こ とが あ る．coagulation は 陰 性 又 は 不 詳．　 peptonizing　power は 陽性 に し て 強 力で ある，橙色の 溶出色棄

を分 泌 し ベ プ h ソ 化暦へ 蓄積 す る．

　〔1〕 顯 微鏡 的形態
一

觀察 に 際 し て は 第 1報
3） の cover 　culture 法 を使 用 し培 地 と し て は 氣菌糸形成 の 良

好 な Czapek ・Dox 寒 天 ，　Glucoseasparagine ・寒天 ，第 2 報
2〕 の CB −1，

　CB −2，
　CB −・3，

　CB −4 等 を使用した が

すべ て 同一形態を示土 但し CB −1，　CB −2 は發育良 好 に 過 ぎ叉 Czapek−Dox 寒天 ，　Glueose ・
asparagime 寒 天

は COVer 　culture 法 に よる 時 CB 系 培地に 比 し氣菌糸形成速度 が 可 成 り遲 い ，

　1．氣菌糸一 横壁な く以 下 の 如 き特微を 有す る．

　 a ） 分岐默態及 び螺旋彊の 着生状態 ： 氣菌糸は 波浪腴不 規則 に 彎 曲 し long 　straight なもの ｛m い ．而 し （

榮養菌糸 よ り發生 し た 氣菌 糸 は 單 軸系 互 生 の 分 岐 を 繰 り返 え し て 骨 格 とな
ー
z，氣菌糸體を形成す る．その 先端は螺

旋澄 （spir
’
il） とな るが そ の 他 に側綬と して も螺旋鐙 を形成する．而 して 螺旋蟄 は屡 々 螺旋鐙柄 （spiralphore ）

上 の
一

點 （多 くは 上 都 ） よ り更 に 分枝 を 出 し こ の 分枝 が同 機 な螺旋體 とな る ．即 ち こ の 部分 の 分妓は假軸状分波

で あ るが 螺 旋 豐 は こ の 假軸腴分岐 を 連續 し て 繰り返 え し螺旋豊の 運墳 を形成する こ とが虞 々 で ある （附躙參照）．
こ の 他 に螺旋疆部 が單軸系分岐や 繖形朕分跂 を示 す こ と もあ るが 多 くな い ．

　b） 螺 旋鼈及 び 胞 子 形成 ； 螺旋禮 は compact なもの も存在 ナるが 單位鐶 の 相接す る極 め て compact なもの

が 多 い ．捲回數1ま 1〜4 囘 で 多 い za合　6 回程度，　ISL｛｛t2．8〜6．0μ で あ る．單位 環 中下 方 が そ の 徑大 で 先端 1こ行 く

に 從い 小 となる蝸牛状の もの 及び 單位 環 の 經 の 略 々 等 しい もの 等 が 存在す る．捲方式は 右捲が 多 い が左捲も混在

す る．氣菌糸中 spor ロ！ation す るの は 大部分 が spiral 部 分 （spiral 及び spiralphore を含 む te・rminal 丘一

ia皿 ent 部 分） で ある が ， 他に 氣菌糸 中 の terminal 　filame1ユt で 螺旋鐘に な りきらず short 　 wavy 　filament

の 程 度で sporulation す る こ と もあ る但 し多 くは 無 い ．倫 お他 の 特黴 と し て 螺旋號 は螺旋豊柄上 部 の 鬱 曲 し て

屠 る場 合 が 可成 り多 い ．

　 c ） 氣菌糸の 巾 ： （0 ・8）〜1・O’−1・5μ．

　d） 胞 子 （分裂 予）： 短桿形 に して 1．0〜1．3xl ．1− 1．6 μ．發芽に際して は 短桿形長軸方向の
一

端 （稀 に 兩端 ）

よ り發 芽す る如 くで あ るが艮短兩紬の 艮 さの 近接 せ る もの 及び發芽菌糸の 巾 が分裂予の 艮 徑程度 に ま で 太 くな る

場合鯨 あ つ て 嚴密 に は 決定 し難 い ．

　2．榮 養 菌 糸一
不 規則 な分 岐 を行 い 横壁 な く分裂 子 も形成 し な い ．任 意 の 點 よ り氣菌糸 を發生す る．巾O．6−一
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（170 ） （林，宮卞，兒島，石井） 抗 生 物 質 め 理 化 墨 的 研 究　ぐ第 1 報）

1 ・Oμ．培地丙菌糸 も横壁な く不 規則な分岐 を行 い 巾O．5−−O．8μで あ る．

　以 上 に記載せ る氣菌糸 の 特徴 を別 圓の 如 く描喬圃並 び に 寫 眞 に よつ て示 す （設明後記 ）．

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　考　　　　　稟

　本株は 氣菌糸 中 に long　straight なもの を含 ま ない の で 第 5 報 り の No ．240．第 6 報
1） の No ．254 とは全 く異

つ た歌貌 を 呈 し ， 3ζ第 3 報 り の 5．coelicotor ， 第 4報 1）の S．　viridochrOtnogenus に比 較 して も氣菌糸は波浪歌

の 程 度 が 少 し く高 く且 つ 單位 filamcritが 短 く螺旋體 の 形默 も異 る．螺旋體 の 駄貌ほ No ．240に 近 い が No．240に

比較 し て 短 く且 つ 蝸牛｝炭に 先端が 小 さ くな る場 合 が可 成 り多 い ．更 に 最も特徴的 と考えられ る螺旋體部 の 假軸状

分岐連 鑞と螺旋饐柄上部 の 灣曲は前報迄 の 4株 で は 全 く見出す こ とが出來なか つ た．こ の 螺旋鐙柄上部 の 殫曲 は

藻腴菌の CircineUa屬 を想趨 させ る こ とがあ る．

　家 に 放線状菌は 成熟後 と云えども風に よ る動揺に 對 して は 案外張靱な抵抗力 を示 し菌體が前後左右 に 可 成 り動

搖 し て も分裂 予 の 遽 瑣 は 容易に 崩 駿 す る もの で は 無 い ．所 が 成熟後 水 滴 に 接觸す る に 至 つ た 場 合や ， 又Z嫻 に 接

觸 した 儘 生長して 分裂 子 を 形成 した もの が水滴 の 移動 や 急速な乾燥等 に 依 つ て 水滴 に 急激な變化が 起つ た場合 ，

これ等 の 場合 に は分裂子の 邇鎖は極め て 簡單容易に 飛散して しま 5 もの で あ る．從つ て 菌叢表面 に水滴 を分泌 す

る如 き菌株 に あつ て は 形態究明に 際して 特に 注意 する必要がある と共に cover 　 culture 法 に よ る時濕度の 調節

に億 細心 の 配慮 が 肝要 で あ る．こ の 點 に 關 し て は 後報 に 於 て cover 　culture 法 の 補逍 を行 い 詳細報 告の 豫定 で

あ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　結 　 　 　　 　 語

　形 態 學的 に 前報迄 の 4株 とは全 く異つ た 1株 StrePtomyces　sSec ．　 No．190の 形態 に就 い て 記載した．

　本株の 氣菌糸は 波浪欣 不規則に 璽 曲 し基 部 では 單軸系分岐 を行 い 螺旋體 は氣菌糸 の 先端 又 は 未 端側枝と して形

成 され る．尚 お 螺旋鐙柄か ら假軸駄 に 分岐 して 更 に 螺旋豊 を形成 し更に 夊 こ の 分岐 が蓮綾 し て 繰 り返 えされ る結

果 螺旋鐙逋 鑞 を 形成す る こ とが多い ．又螺旋鐙柄の 上 部は嘆 々 彎曲す る．螺旋豊は 捲回數は 多 くない が單位環 の

相接す る極 め て compact な もの が 多 く且 つ 贋 々 蝸牛1伏を呈 す る．

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 附 　圖　観　明

　 A ， B ： 描薔圏，菌饐の 分岐並 び に 胞 子 形戒．

　 C ： 菌叢，低倍事 （約100倍） 撮影 ， 寫眞 内 尺度 1 目盛 （以 下 U と略 配 ）＝ 11．0μ．

　 D ，F ， G ，　H ； 菌叢の 部 分
・
的 擴大 ， 約450倍 に て 撮影，　 U 講2．5μ．

　 E ， J ， K ： spiral の 假 軸状分 岐 並 び に spiralphore の 彎曲を示 す ，　 U ＝2．5μ．

　 1 ： 單 軸 系 分 岐 の 一例，發 育 低 度 の 菌 體 ，U ＝・2．5u．

　 L ： spiral 形成部の 擴大 ， 假 軸状 分 岐並 び に spiralphore の 彎 曲 を示 す．約 1000倍 ｝二て 撮彫 ，　 U ＝ 1．1μ．

　M ，N ，0 ： 分裂子 形成後 の spiral
， 約1000倍に て撮影　U ＝1．1Pt．

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 丈 　　　　　献
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Bacitracin 及 び Fradiomycin の 理 化學 的性質 につ い て

林 　 輝 明 ・ 宮 下 隆 夫 ・兒 島千 枝子 ・石 井 智 子 （小 野 薬 品 工 叢 橡 式 曾 肚 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　 雷
・
　　　　　　　　　　　 、

　Bacitracinは 1945年 JoHNsoNi）等 の 發見 にか s る もの で あ り，　 Fradiomycin は1949年 wAKsMltN2 ）
等 の

發見 した抗生物質 で あ る．Bacitracinの 化學的性質 に つ い て は INsKEEP3，，　CRAIG4）‘ BoND5 ）．　PoRATH6 ） 等

の 研究 が 有 り，Fradiomycin に關して は WAKsMAN7 ），　 DUTCHERs ），　 LEAC 朗 ）等 が報 告し て い る．兩 抗生物

質が 今般我國抗菌性物質製劑規準
10）に緻 せ られ る に當 り從來 の 文 献 に未載 の 2．3の 理 化學的性質に つ い て檢討
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